
令和５年 10 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口 21,180 人 [753] (＋29 [＋  4])
　男 10,590 人 [301] (＋15 [＋  2])
　女 10,590 人 [452] (＋14 [＋  2])
世帯数 9,555 戸 [357] (＋12 [＋  2])

まちの動き 9 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

c o n t e n t s
02　昭和町ふるさとふれあい祭り
04　各種お知らせ（保育園等入園申し込み ほか）
08　まちのわだい
10　各種たより（教育昭和、環境経済通信 ほか）
20　暮らしの情報 / スポ少紹介 / 短歌 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか

お
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　※ 自転車でご来場の方は、「正法寺北駐輪場」または「押原中学校校庭駐輪場」に駐輪してください。
　※ 車両進入禁止区域は、自転車も進入禁止です。駐輪場への進入は、規制外道路からまたは下車して徒歩で通行してください。

駐車場配置図・交通規制
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シャトルバス進入路

喫煙所

障害者駐車場（清水会館駐車場）障害者駐車場（清水会館駐車場）
※市川三郷線からのみ入れます
※台数に限りがありますので（約１０台）
　満車の場合は第四駐車場へお願いします

昭和町
消防団

消防団本部消防団本部

安協
昭和支部

駐輪場
（自転車）
P

※正法寺側から
　のみ入れます。

プロム
ナード

シャトルバス
停留所

シャトルバス
停留所

交通規制の時間帯
午前8時30分～午後5時

車両進入禁止区域
○ 日　時 10月８日（日）
　　　　　午前９時～午後4時 （雨天決行）

○ 場　所 押原公園「ゆめパーク昭和」
 　   （昭和町押越１５００‐１）

第56回  昭和町文化祭
　昭和町文化協会では、昭和町ふるさとふれ
あい祭りの開催日を含む10月6日（金）夜か
ら9日（月・祝）までの４日間、総合会館を中
心に「第56回 昭和町文化祭」を開催します。
日にち　10月6日（金）～ 9日（月・祝）
場　所　総合会館および中央公民館
問い合わせ　生涯学習課（☎２７５‐８６４１）

昭和町 ふるさとふるさとふれあい祭祭りり第3
2回

手をつなぎ  みんなでつくろう  輝く昭和
　５年ぶりに、町を挙げての一大イベント

「第 32 回 昭和町ふるさとふれあい祭り」を10 月 8 日（日）に開催します。
歌手の藤あや子さんをはじめ、地元にゆかりのあるミュージシャンを迎えてのコンサート

のほか、押原中学校吹奏楽部の演奏やお笑いステージ、子どもたちに人気のキャラクターショー、
動物のひろば、各種団体による模擬店など、楽しい催し物をご用意しています。

　爽やかな秋の一日、皆さまどうぞお誘いあわせてお越しください。

シャトルバスをご利用ください！
　お祭り会場付近へシャトルバスを運行します。会場
周辺の駐車場・駐輪場は限りがありますので、シャト
ルバスのご利用にご協力ください。

［運行ルート］　西条小学校　　　⇔　総合体育館
　　　　　　　常永小学校　　　⇔　総合体育館
　　　　　　　清水新居公民館　⇔　総合体育館
※各シャトルバスの発着時間は、パンフレット等をご確認
　ください。
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５
４
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藤  
あ
や
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メインステージ プログラム

いしいそうたろう田中アキラ

王様戦隊キングオージャー
ショー

（１回目）11:20 ～（２回目）15:20 ～
《ショーとサイン会》場所 : メインステージ

©テレビ朝日・東映 AG・東映

昭和町公式 LINE で
ふれあい祭りの情報を確認する
ことができます。
ぜひご登録ください！

時　　　間 催　　　　　　物
  9:00 ～   9:20 神輿練り歩き・昭螢睦・笑和太鼓
  9:30 ～ 10:00 開会式（オープニングセレモニー）
10:00 ～ 10:40 押原中学校吹奏楽部
10:40 ～ 11:10 お笑いステージ①  かがみもち（夫婦太神楽）
11:10 ～ 11:20 ミニコンサート  末木ひろこ
11:20 ～ 12:00 王様戦隊キングオージャー ショー（1 回目）
12:00 ～ 12:20 お笑いステージ②  いしいそうたろう
12:30 ～ 13:00 町民ふれあいオンステージ
13:00 ～ 13:40 大道芸  吉田さんちの大道芸

13:55 ～ 15:20
ふれあいコンサート
  1st  田中アキラ（13:55 ～）
  2nd 藤 あ や 子（14:20 ～）

15:20 ～ 16:00 王様戦隊キングオージャー ショー（２回目）

吉田さんちの大道芸
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満 88 歳のみなさん 昭和9年9月16日～昭和10年9月15日生まれの方、敬称略・地区別50音順、年齢基準日　令和5年9月15日

問い合わせ　　福祉介護課　長寿社会係（☎２７５‐８７８４）

 　満 88 歳の米寿を迎えられた方々へ、町からの米寿祝いとして、米寿祝金、記念品、
町内児童からの手紙が贈られました。皆さまの一層のご長寿をお祈りいたします。
　米寿を迎えられた皆さんは、次のとおりです。
　なお、町では満 100 歳、99 歳、77 歳の方へも敬老祝金を贈呈しています。
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２
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。
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。
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概
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認定こども園

押原こども園 昭和町押越 84 （☎ 275-6878）
ふるるこども園 昭和町築地新居 2289-5 （☎ 298-4130）
昭和こども園 昭和町西条 4185-2 （☎ 275-4252）
富士桜学院 昭和町押越 766 （☎ 240-7722）
げんき夢こども園 昭和町河東中島 748-2 （☎ 268-5577）

保育園
常永保育園 昭和町河西 743-1 （☎ 275-6464）
上河東保育園 昭和町河西 1608-1 （☎ 275-3588）
第二上河東保育園 昭和町上河東 521 （☎ 275-3846）

小規模保育 押原きっず 昭和町押越 22-1 （☎ 288-0030）
昭和コティ保育園 昭和町西条 2264-1 （☎ 215-7918）
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４
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２
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４
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２
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６
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３
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＋
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＋
③
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す
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和
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６
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さ
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５
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す
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又
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５
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み

課
税
の
方

※
子
育
て
世
帯
に
お
い
て
所
得
割
課
税
が
あ
る
方
が

い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③ 

支
給
対
象
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
で
令
和
５
年

１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
急
変
し
住
民
税
が
均
等

割
課
税
世
帯
相
当
の
収
入
額
と
な
っ
た
方

※ 

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

の
み
で
、
自
己
都
合
（
依
願
退
職
、
病
気
、
ケ
ガ

な
ど
）
に
よ
る
収
入
減
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

令
和
４
年
１
月
１
日
、
又
は
令
和
５
年
１
月
１
日

時
点
で
昭
和
町
に
住
民
登
録
が
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
課
税
状
況
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

給
付
金
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育
て

支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際
に

は
課
税
状
況
が
分
か
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、
課

税
証
明
書
な
ど
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※ 

確
定
申
告
等
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年

度
の
住
民
税
課
税
が
均
等
割
の
み
課
税
（
非
課
税

を
含
む
）
と
な
っ
た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

●
支
給
手
続
き

①
＋
②
の
方
は
申
請
不
要

①
＋
③
の
方
、ま
た
、15
歳
以
上
（
中
学
生
は
除
く
）

の
児
童
の
み
の
世
帯
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

申
請
書
並
び
に
申
請
書
類
は
子
育
て
支
援
課
に
直

接
、
又
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

様
式
等
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※ 

住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
申
請
及

び
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
31
日
（
役
場
必
着
）

●
支
給
方
法

申
請
不
要
に
該
当
す
る
方
に
は
原
則
、
児
童
手
当

の
口
座
へ
９
月
下
旬
に
振
込
み
い
た
し
ま
し
た
。

申
請
を
要
す
る
方
は
、
申
請
の
審
査
後
、
順
次
指

定
の
口
座
へ
振
込
い
た
し
ま
す
。

●
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
６
７-

５
２
５
５
）

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
国

及
び
県
の
給
付
金
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ

の
影
響
を
特
に
受
け
た
準
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
を
見
舞
う
観
点
か
ら
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

昭
和
町
準
低
所
得
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
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バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
独
奏
な
ど
、
様
々

な
形
態
に
よ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

11
月
3
日
（
金
・
祝
）
午
後
７
時 

開
演

　
　
　
　
　
（
開
場 

午
後
６
時
30
分
）

場　

所　
　

押
原
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル 

申　

込　
　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
事

　
　
　
　
　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

50
名　

※
先
着
順

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
小

中
学
校
の
音
楽
鑑
賞
教
室
に
招
く
世
界
的
な
音
楽
家

た
ち
の
名
演
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
を
対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
で
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
放
送
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ツ
ィ

ア
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
、
九
州
交

響
楽
団
の
首
席
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
タ
ラ
ス
・
デ
ム

チ
シ
ン
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
神
戸
主
宰
で
フ
ル
ー
ト
奏
者
で
あ
る
矢
野
正
浩
氏
、

そ
し
て
、
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ル
チ
ア
ー
ニ
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
最
高
位
を
受
賞
す
る
な
ど
、
県
内
外

で
活
躍
す
る
山
梨
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
林
侑

奈
氏
を
迎
え
て
の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

　

世
界
的
な
奏
者
た
ち
に
よ
る
芸
術
性
の
高
い
音
楽

を
昭
和
町
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　

音
楽
会
を
通
し
て
心
豊
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。 

○
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

　
　室

内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
～
日
本
と
海
外
の

　
　
　
　
　
　
世ヴ

ィ

ル

ト

ゥ

オ

ー

ソ

界
的
名
演
奏
家
を
迎
え
て
～

昭
和
町

ピアノ

小林 侑奈（山梨市出身）
Yuna Kobayashi 

フルート
矢野 正浩
Tadahiro Yano

ヴァイオリン
ベンジャミン・
　ツィアフォーゲル
Benjamin Ziervogel 

クラリネット
タラス・デムチシン
Taras Demchyshyn 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
（
☎
2
7
5-

１
４
０
０
）

　
　
　
　
　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-
８
６
４
１
）

木彫作家　岡本 直浩 美術家　志村 陽子 石彫作家　佐藤 正和重孝 画家　横井 まい子

美術家　齊藤 翔 画家　丸山 真未 

昭
和
町
杉
浦
醫
院
芸
術
祭 

現
代
ア
ー
ト

   

昭
和
町
教
育
委
員
会
主
催
「
鳥
と
舟
」
演
劇
公
演

き
み
は 

愛
を 

忘
れ
て
い
る

　

昭
和
町
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

『
地
方
病
』。
そ
の
地
方
病
終
息
宣
言
か
ら
25
年

余
り
が
経
過
し
、『
地
方
病
』
と
い
う
病
は
も
と

よ
り
、
そ
の
言
葉
さ
え
聞
く
機
会
が
減
っ
て
い

ま
す
。
地
方
病
の
病
の
撲
滅
に
立
ち
向
か
っ
た

「
杉
浦
建
造
・
三
郎
親
子
」。
ま
た
、
そ
の
病
と

関
係
が
深
い
「
源
氏
ホ
タ
ル
」
の
歴
史
に
つ
い

て
伝
え
る
国
の
登
録
有
形
文
化
財
「
昭
和
町
風

土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院
」。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
町
杉
浦
醫
院
芸
術

祭
と
し
て
、
絵
画
・
彫
刻
・
空
間
芸
術
を
手
掛

け
る
現
代
ア
ー
ト
作
家
の
方
々
の
作
品
を
展
示

し
、
現
代
ア
ー
ト
作
品
の
特
別
展
『
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

×
杉
浦
醫
院
』
を
開
催
し
ま
す
。 

　

歴
史
あ
る
杉
浦
醫
院
と
、
現
代
ア
ー
ト
の
作

品
の
融
合
か
ら
先
人
が
守
っ
て
き
た
歴
史
を
改

め
て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
杉
浦
醫
院
の
価

値
を
知
り
、
後
世
へ
伝
え
、
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

日　
時　
　

10
月
22
日
（
日
）
～
11
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
［
休
館
日　

土
曜
日
祝
日
］

場　
所　
　

昭
和
町
風
土
伝
承
館　

杉
浦
醫
院

入
館
料　
　

大
学
生
・
一
般
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
校
生
１
０
０
円

日
時　

11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
【
開
場
】
午
後
６
時

　
　
　
【
開
演
】
午
後
７
時
～ 

場
所　

昭
和
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
押
越

　
　
　

４
９
５
‐
２
）

※
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐

車
場
も
し
く
は
町
立
図
書
館
北

側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
員　

2
0
0
名
【
入
場
無
料
】

申
込　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

　
　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
『
地
方
病
』
は
実
際
に
あ
っ
た
病
気
で
す
。

　

正
式
名
称
は
『
日
本
住
血
吸
虫
症
』。

　

昭
和
町
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
病

の
歴
史
で
す
。

　

今
は
、日
常
で
聞
く
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
途
方
も
な
く
長
い
た
た

か
い
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
た
た

か
っ
て
き
た
の
か
。
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
『
地
方
病
』
を
取
り
上
げ
、

本
町
で
取
材
を
続
け
て
き
た
劇
団
『
鳥
と
舟
』
の

皆
さ
ま
の
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

病
気
と
１
１
５
年
に
わ
た
っ
て
た
た
か
っ
た

人
々
の
生
き
ざ
ま
を
描
い
た
魂
の
舞
台
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
鳥
と
舟
】
2
0
1
9
年
に
結
成
し
た
東
京

で
活
動
す
る
劇
団
。
2
0
2
1
年
に
池
袋
演

劇
祭
で
上
演
し
た
二
部
作
「
一
本
の
槍
・
河

原
の
石
」
に
お
い
て
不
治
の
病
〝
地
方
病
”

を
取
り
上
げ
病
気
と
た
た
か
っ
た
人
々
を
描

き
好
評
を
博
し
た
。
特
に
「
一
本
の
槍
」
は

《
2
0
2
2
年
度
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

公
演
事
業
》の
第
１
弾
実
施
作
品
に
選
ば
れ
、

青
森
県
の
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

の
共
催
で
上
演
。
今
回
、
念
願
の
昭
和
町
で

の
上
演
と
な
る
。「
一
本
の
槍
」
を
大
き
く

改
変
。
体
育
館
と
い
う
舞
台
で
、
幅
広
い
年

代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
趣
向

を
凝
ら
し
た
。
こ
の
物
語
が
誰
か
の
心
を
照

ら
す
灯
台
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５ - 
８
６
４
１
） 

杉浦醫院
ホームぺージへ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
×
杉
浦
醫
院

～
文
化
財
と
現
代
ア
ー
ト
で
伝
え
た
い 

地
方
病
終
息
に
至
る
先
人
の
足
跡
～  

　

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
が
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
支
え
合
い
」
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
、
昭
和
町
に
ど
の
よ

う
な
「
支
え
合
い
」
が
あ
る
と
よ
い
か
、
ま
た
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開　
催　
日　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

時　
　
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
30
分
）

場　
　
所　
昭
和
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
押
原
中
学
校
体
育
館 

押
越
４
９
５

－

２
）

※
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場
も
し
く
は
町
立
図
書
館
北
側
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定　
　
員　
２
０
０
名
程
度

対　
　
象　
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
興
味
の

　
　
　
　
　

あ
る
方

持　
ち　
物　
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
等
）

申
込
方
法　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

　
　
　
　
　

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
11
月
10
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
７
５

－

０
６
４
０
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

①「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　
　
【
講
師
】
山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科　
准
教
授　
高
木
寛
之
氏

② 

昭
和
町
の
支
え
合
い
活
動
紹
介

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
～ 

支
え
合
い
つ
な
が
ろ
う　
明
る
い
未
来
へ 
～
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：10月18日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（完全予約制）
　日時：10月14日（土）・28日（土）
　　　　午後１時30分～４時
　場所：総合会館2階
　　　　昭和町結婚相談所
　（昭和町結婚相談所

 ☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：10月13日（金）・27日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：10月20日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

まち の わだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

　８月27日（日）、昭和町総合防災訓練が行われました。
各地区や消防団から被害状況の報告などの情報伝達訓練
のほか、大地震発災時を想定した各種訓練が行われまし
た。地区が主催する防災訓練では、対策本部の設置や区民
の安否確認、備蓄品の確認や消防団による消火栓や消火
器を使った消火訓練などが行われ、いざという時の対処
方法や備えについて確認が行われていました。

“ も し も ”に 備 え て
昭 和 町 総 合 防 災 訓 練

　９月９日（土）、役場正面玄関にて「人と環境すっきりし
ょうわ」と環境経済課による廃食油回収が行われました。
各家庭から天ぷらなどで使用した油や使用期限切れの油
が持ち込まれました。これらの廃食油はディーゼル車両
のバイオディーゼル燃料に再資源化されます。
　皆さんも身近なSDGsの取組のひとつとして参加して
みてはいかがでしょうか。

廃 食 油 活 用 で SDGs
廃 食 油 回 収 キ ャ ラ バ ン

第50回
昭和町クラブ対抗野球大会

優　勝 河西ＦＦＣ
準優勝 上河東二区
第３位 山梨中央銀行・スリーエスクラブ

　8月に「第50回昭和町クラブ対抗野球大会」が常永小学校
グラウンドで開催されました。地区や町内企業など、計5チ
ームが参加し、8月24日（木）に決勝戦が行われた結果「河西
ＦＦＣ」が優勝を果たしました。結果は次のとおりです。

河西 FFC の皆さん

　山梨県では毎年、県・市町村・防災関係機関により地震発生後
の災害応急対策から復旧対策までの一連の総合的な防災訓練を実
施しております。
　令和５年度は「昭和町」との共催により実施することになりま
した。

山梨県地震防災訓練

日時  11月26日（日）
　　  午前8時30分～正午

場所  押原中学校グラウンド
　　　　　　　　　　　（昭和町押越542-1）

【ボランティア活動内容】
　各種訓練の運営補助
　（例）避難者役、炊出しのお手伝い、避難者の補助など

運営ボランティアを募集します！

申し込み・問い合わせ　企画財政課（☎２７５‐８１５４）

町からのお知らせ

（公
財
）
山
梨
県
市
町
村
振
興
協
会

防災訓練
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常
永
小
学
校

◎
7
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
8
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
7
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
夏
季
休
業
中
の
生
徒
指
導
に
つい
て

•
教
育
委
員
の
異
動
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類

移
行
と
今
後
の
学
校
及
び
生
涯
学

習
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
行
事
に
つい
て

•
コ
ロ
ナ
禍
の
児
童
生
徒
及
び
家
庭

の
実
態
把
握
に
つい
て（
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
含
む
）

•
不
登
校
対
策
と
対
応
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
に
つい
て

•
中
巨
摩
地
区
教
科
用
図
書
採
択

協
議
会
と
採
択
事
務
に
つい
て

•
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
い
ろ
教

室
」の
今
後
に
つい
て

•
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
の
活
用
方

法
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

教
育
委
員
会

　

常
永
小
学
校
で
は
７
月
４
日
に
、

児
童
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ム
集
会
、

「
常
永
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
縦
割
り
班
に
よ
る

異
年
齢
集
団
で
の
活
動
で
す
。
上
級

生
か
ら
下

級
生
ま
で

で
構
成
さ

れ
た
縦
割

り
班
を
単

位
と
し
て

ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま

し
た
。

　

児
童
会
も
久
し
ぶ
り
の
全
校
で
の

活
動
と
い
う
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歌
、
劇
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
、
く

す
玉
、
選
手
宣
誓
な
ど
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
全
校
に
呼
び
か
け
て
行
っ

た
企
画
が
大
成
功
で
し
た
。

　

二
学
期
の
始
業
式
は
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。
開
始
時
刻
の
５
分
前
に

は
ど
の
学
級
の
児
童
も
静
か
に
整
列

 

７
月
19
日
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
m
o
r
i
t
o
m
i
r
a
i
（
モ

リ
ト
ミ
ラ
イ
）」
の
体
験
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
行
い
、
森
林
に

関
心
を
持
ち
、
持
続
的
な
活
用
に
必

要
な
行
動
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
こ
れ
か
ら

の
森
林
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
と
良
い
か
意
識
付
け
る
た
め
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
言
え
ま
す
。
先
ず
役

割
を
決
め
ま
す
が
、「
山
を
持
っ
て

い
る
人
」「
木
材
を
加
工
す
る
人
」「
販

売
会
社
の
社
員
」
等
々
、
10
の
役
割

が
割
り
振
ら
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
か
ら
森
林
の
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
す
。
そ
し
て
、「
仕
事
カ
ー
ド
」

「
生
活
カ
ー
ド
」
を
使
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
与
え

ら
れ
た
目
標

を
達
成
す
る

た
め
に
作
戦

を
練
り
ゲ
ー

ム
を
進
め
ま

す
。
最
初
は
、

　

今
年
の
夏
も
、
日
本
各
地
で
大
雨

や
台
風
に
よ
る
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
異
常
と

も
い
え
る
暑
さ
、
水
不
足
が
心
配
さ

れ
る
地
域
が
あ
る
一
方
、
大
雨
に
よ

る
被
害
な
ど
、
自
然
の
力
の
大
き

さ
を
考
え
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
押
原

小
学
校
で
は
、
４
年

生
の
総
合
的
な
学
習

の
発
展
と
し
て
、
夏

休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
週
末
に
「
防

災
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
防
災
危
機
管
理
課
、

町
企
画
財
政
課
の
協
力
を
得
て
、
昭

和
町
で
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
に
つ

い
て
学
び
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
防
災
ブ
レ
ー

メ
ン
」
に
よ
る
ト
イ
レ
の
学
習
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
災
害
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
１
７
１
番
の
使

い
方
な
ど
４
つ
の
講

座
を
設
定
し
、
地
域

の
方
や
、
４
年
生
児

童
の
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
も
参
加
い
た
だ

　

今
年
度
も
３
年
生
に
と
っ
て
は
部

活
動
の
集
大
成
の
大
会
と
な
る
県
総

合
体
育
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
押
原
中
生
徒
の
活

躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
団
体
と
し
て
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
３

位
、
男
子
卓
球
部
、
女
子
卓
球
部
が

２
位
、
吹
奏
楽
部
が
金
賞
と
な
り
ま

し
た
。
男
子
卓
球
部
、女
子
卓
球
部
、

吹
奏
楽
部
は
、
県
の
代
表
と
し
て
関

東
大
会
や
西
関
東
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
ま
た
、個
人
と
し
て
も
陸
上
、

水
泳
、
男
子
卓
球
、
女
子
卓
球
の
選

手
が
関
東
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
陸
上
部
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
の
選
手
た
ち
は
愛
媛
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
培
っ
た
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
な
ど

を
胸
に
、
今
後

も
押
原
中
学
校

の
生
徒
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て

生
活
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　

８
月
27
日
、
地
区
別
協
働
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
働
防
災
訓

練
で
は
、
地
域
の
方
々
と
中
学
生
が

協
力
し
て
消
火
訓
練
や
救
護
訓
練
、

テ
ン
ト
設
営
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備

え
て
、
地
域
の

方
々
と
情
報
共

有
、
意
思
疎
通

が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

２
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
危
険
箇
所

な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
回

の
地
区
別
協
働
防
災
訓
練
の
中
で
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
か
ら
は

「
防
災
に
対
し
て

改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
の

ご
意
見
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

し
、
座
っ
て
い
ま
し
た
。
常
永
小
の

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
成
長
ぶ

り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、
二
学
期
を
楽

し
く
が
ん
ば
る
こ
と
、
落
ち
着
い
て

過
ご
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
長
い
二
学
期
な
の
で
目
標
を

決
め
て
成
長
し
て
ほ
し
い
こ
と
の
３

点
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
２
・
４
・
６
年
の
児
童

代
表
が
夏
休
み
の
思
い
出
と
、
二
学

期
へ
の
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
い
思
い
出
と
、
二
学

期
へ
の
期
待
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

熱
中
症
対
策
を
行
い
つ
つ
、
最
も

長
い
80
日
間
の
二
学
期
が
実
り
多
き

も
の
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

10
の
役
割
が
別
々
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ

と
思
っ
て
い
た
児
童
も
、
回
数
を
こ

な
す
中
で
、
10
の
役
割
が
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
全
体
の
目

標
が
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
に
気
が
つ

い
て
い
き
ま
す
。
森
林
を
持
続
的
に

活
用
し
て
い
く
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
々
が
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
社

会
の
仕
組
み
を
学
び
、
最
後
に
は
み

ん
な
で
森
林
を
守
っ
て
い
る
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
芸
術
鑑
賞
教
室
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
前
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
堀 

俊
輔

先
生
が
来
校
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
ず

校
歌
に
つ
い
て
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
堀
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
ま

る
で
魔
法
の
よ
う
で
、
児
童
の
歌
声

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
テ

キ
ー
ラ
」
と
い
う
楽
曲
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
合
わ
せ
る
た
め
に
練
習
し
ま

し
た
。
児
童
は
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
「
テ
キ
ー
ラ
」
と
叫
び
、
と

て
も
ノ
リ
ノ
リ
で
し
た
。

き
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
は
、
学
年
親
子
レ
ク
の
お
楽
し

み
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
に
は
、

子
ど
も
だ
け
で
学
校
に
泊
ま
る
と
い

う
体
験
も
で
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
も
と
に
、
防

災
に
備
え
る
た
め

の
手
引
き
を
学
習

の
ま
と
め
と
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
ら
、

御
案
内
し
ま
す
の
で
、
手
に
取
っ
て

生
活
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
の
発
祥
は
、
明
治
５
年
の
学

制
発
布
に
遡
り
ま
す
。
明
治
17
年
押

原
尋
常
小
学
校
創
立
か
ら
今
年
度
、

１
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
節
目
の
年
、
５
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
る
「
第
32
回
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
へ
の
参
加
、「
第
２

回
押
原
地
区
ふ
る
さ
と
探
検
」
を
予

定
す
る
な
ど
実
り
の
秋
を
迎
え
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は
、
各
学
年

工
夫
し
た
お
店
の
出
店
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
お
店
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

常
永
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

 

森
林
に
つ
い
て
考
え
る

 

芸
術
鑑
賞
教
室

 

事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

二
学
期
始
業
式

 「
防
災
教
室
」を
実
施

 

大
活
躍
！
総
合
体
育
大
会

 

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に

実
り
の
秋
・
地
域
と
共
に
…

西
条
小
学
校

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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